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本論文は、第 2 言語知識発達に必須である言語形式への気づきが文学作品の処理と関係があるという最近の議論に着

目し、言語形式への気づきの生起が文学的読解と説明文的読解でどのように異なるのかということを調べた研究であ

る。本論文の具体的な検討事項として、（1）文学的読解と説明文的読解が行われる中で、言語形式への気づきとしてど

のようなものが観察されるのか調べること、（2）理論的整理を行った上で、文学的読解と説明文的読解における学習

者の言語形式への気づきの生起を比較し、二つの情報処理法の特徴を記述すること、の 2 点を設定した。また、これ

らの検討事項に対する答えを発展させて、第 2 言語教育における文学的読解と説明文的読解の組み合わせについて試

験的提案を行うこととした。 

本論文は、序章と終章を含め 8章から構成されている。 

 序章では、本論文の目的と検討事項、本論文の意義、本論文の扱う範囲、基礎概念の定義、本論文の構成について述

べた。 

 第 1章では、言語形式への気づきに関する研究の背景の整理を行い、先行研究の問題点の指摘を行った。 

 第 2 章では、文学的読解と説明文的読解の明確化を行った。まず、文学性は文学的読解によって生起するという考

えが妥当なものであることを示し、先行研究の知見に基づきながら文学的読解と説明文的読解の情報処理法の特徴の

整理を行った。 

 第 3 章では、二つの情報処理法を生起させる方法について理論的整理を行った。まず、文学的読解と説明文的読解

の所定の読みにおける選択を説明する交流モデル（テクスト、読者、読みの状況という三つの変数から構成されてお

り、選択される情報処理法は三つの変数の設定（値）の交流（transaction）によって決定すると考えられている）に

ついて扱い、文学的読解と説明文的読解が選択されやすい交流を引き起こす各変数の設定について考察した。 

 第 4 章では、二つの検討事項を実証的に調べるために計画した調査の方法についてまとめた。調査の目的は、日本

人大学生英語学習者が文学的読解を行う時と説明文的読解を行う時で言語形式への気づきがどのように異なるのかを

調べることであった。調査方法は概ね次のようなものであった。調査参加者を日本人大学生英語学習者 30名とし、彼

（女）らに部屋に 2 回（1回につき一つの情報処理法を行い、どちらを先に行うかは調査参加者によって異なる）個別

に来てもらった。文学的読解の場合は、詩を読んで作者が伝えようとしたことを読み取るように指示した（文学的読

解におけるタスク）。説明文的読解の場合は、説明文を読んで作者が説明したことを読み取るように指示した（説明文

的読解におけるタスク）。調査参加者には、自分が読んでいる部分をペンでなぞりながら読むように指示し、調査者は

彼（女）らのペンの動きをビデオ・カメラで撮影した。タスク終了後に、調査者と調査参加者がその映像を一緒に見

て、あらかじめ決めておいたチェック・ポイントに関してインタビューを行った（刺激再生インタビュー）。そこでの

メタ的語りをボイス・レコーダーに録音し、文字化した。そのデータを KJ法と統計手法を用いて分析した。 

 第 5章では、調査結果を報告し、本論文の検討事項（序章参照）について解答した。各検討事項に対して、次のよう

な解答が得られた。 

1. 調査課題 1：文学的読解と説明文的読解が行われる中で、言語形式への気づきとしてどのようなものが観察される

のか調べること。 

「反復的言語表現や逸脱的言語表現に気づく」、「対比的に用いられている言語表現に気づく」、「既知の言語表現に気

づく」、「個人的に新出の言語表現に気づく」、「どうしてそのような言語表現が使われたのかを考えている」、という五

種類の言語形式への気づきの下位カテゴリーが観察された。 

2. 調査課題 2：理論的整理を行った上で、文学的読解と説明文的読解における学習者の言語形式への気づきの生起を

比較し、二つの情報処理法の特徴を記述すること。 

a. 文学的読解の特徴の記述 

文学的読解は言語形式への気づきの生起数は多くかつ生起率が高いが、それは「反復的言語表現や逸脱的言語表現に

気づく」と「どうしてそのような言語表現が使われたのかを考えている」という言語形式への気づきが多く生起して

いることに由来している。 

b. 説明文的読解の特徴の記述 

説明文的読解は「既知の言語表現に気づく」と「個人的に新出の言語表現に気づく」という種類の言語形式への気づき

の生起率は高いものの、言語形式への気づき全体の生起が少ないため、言語形式への気づきは生起しにくい。 

 第 6 章では、文学的読解と説明文的読解の組み合わせについての試験的提案を行った。具体的には、何らの形で新

出事項を導入した後、その知識へのアクセスのスピードを早めるという目的に対して説明文的読解を用い、その知識

を深化させるという目的に対して文学的読解を用いるという組み合わせを提案した。また、本調査で得られた他の関

連データへの言及を行った。 

 終章では、本論文全体の要約、成果の明確化と示唆、今後の課題について述べた。 


